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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ カタオカ キミカズ 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 

 

片岡 公一 

 

派 遣 希 望 区 ■市内全域  □（                   区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は 

プランづくり等 
○ 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等  土地区画整理事業  市街地再開発事業 

防災まちづくり等 ○ 
横浜市の制度を活用した地震火災対策  防災マップの作成・活用 

多世代向け防災イベントの企画・運営  密集市街地の改善 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域公共交通  ICT・WEBの活用 

その他（                           ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。 

（200文字以内かつ９行以内） 

防災まちづく

り/空き家・

空き地の利活

用/共同建替/

商店街活性化 

六角橋商店街 R1～ 

●防災まちづくりのビジョン検討（R4 変更認定） 
●地域の人と一緒に安全点検の実施 
●地権者も巻き込みながらの合意形成の実施 
●他都市の先進地事例の視察 
●模型も使いながら、地区の将来像の複数パターンの
検討 
●空き店舗を活用した地域の拠点づくり 
●まちのマネジメント会社の設立支援 
●建て替え等の不動産事業の検討 

地域交通サポ

ート事業 

四季美台地区 

小雀地区 

など 

H26～ 

●体験乗車会など、地域による利用促進活動の支
援 
●ルートやダイヤの検討支援 
●アンケートの実施などの合意形成支援 
●回数券発行や普及啓発パンフレット作成などの
運行支援 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２  

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 

01240052
スタンプ



 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。 

（200文字以内かつ９行以内） 

密集市街地の

改善/防災・減

災 の 指 導

/ICT・WEB

の活用 

川崎市多摩区 

かりがね台地

区 

H29～R1 ●防災まちづくりのプラン検討とその実践 
●延焼シミュレーションの実施 
●IT も活用した地域の防災体制づくり（LINE 公
式アカウントを活用し、６００世帯の地域のなか
で、１５０名以上に即座に情報発信できる体制を
構築） 
●机上訓練を実施 

密集市街地の

改善/防災・減

災 の 指 導

/ICT・WEB

の活用 

井土ケ谷上町

第一町内会地

区 

H26～ ●地域まちづくりプラン（R1認定）の検討や、ア

ンケート、展示会、まちあるきなどによる合意形

成の支援 

●地域の拠点としての歴史的建造物の町内会館の

保全・活用と防災まちづくりの推進 

●地形模型に延焼シミュレーションなどのデータ

を投影した「FabGIS」を活用したワークショップ

の実施 

空き家・空き

地の利活用/

地域の活動拠

点運営/歴史・

文化・アート 

本郷台駅前リ

ビング 

H2～H3 
●あまり活用されてこなかった本郷台駅前広場

を、区内の様々な活動団体等が日常的に発表の場

としていくような運営体制づくりを支援 

●公共空間での日常の居場所づくり、活動風景づ

くりを実施 

    

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500文字以内） 
●以下の７点をモットーに、地域の方々の思いとパワーを大切にし、できることからひとつひとつ積み重ねら
れるように心がけています。 
１．都市や建築のストックを創り、活かす 
２．ビジョンを持ち実現する 
３. 持続性を高める 
４．ローカルのつながり・仕組みを活かす 
５．新たな社会の仕組みをつくる 
６．都市空間の体験の質を高める 
７．情報をデザインする 

必要に応じて資料を A4判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 




